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編集後記

　2018年神奈川歯科大学短期大学部紀要第５号をお届け致します。第５号では、原著３編、資料

２編の合計５編の研究論文が掲載となりました。ご投稿くださいました著者の皆様、投稿された

論文を丁寧かつ的確に査読してくださいました先生方に心よりお礼申し上げます。

　昨年より投稿規程を改め、既に投稿規程にある臨床研究に関する倫理指針の他に、疫学研究に

関する倫理指針、個人情報の管理、利益相反の有無を記載することなどを投稿規程に取り入れま

した。ご投稿数の増減はありませんが、今後も皆様の貴重な研究成果の公表の場として積極的に

ご活用いただけますよう、第６号へ向けてご投稿を委員会一同お待ち申し上げております。
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１．本誌の発行
　　本誌は原則として年１回、３月に発行する。
　　投稿の締切日は11月末日とする。

２．投稿資格
　　１） 投稿は、本学の専任および非常勤教員とする。ただし、学外者を共著者とする事は差し支えない。
　　２） 投稿論文は他誌に発表したことのないものに限る。
　　３） 神奈川歯科大学リポジトリ規程に基づき、本誌掲載論文をリポジトリに登録することを許諾する者。
　　４） 投稿編数は、本研究報告各号の刊行にあたり、同一人につき、単独研究は１編、共同研究は２編まで

を原則とする。

３．投稿の手引、採否及び掲載順序
　　１）入稿は、原稿及び電子媒体（CD-R等）とする。電子媒体にはOSとSoft名、verを記入する。
　　２） 原稿の記述順は、表題（和文と英文双方明記）、Key words（３～５語）、著者名（和名、アルファベッ

ト表記）、所属機関名、本文及び参考文献の順とする。
　　３） 原稿枚数は、１編につき、写真、図、表などふくめて40枚前後を限度とする。
　　４） 表、図、及び写真は、表１、図１及び写真１などの番号をつけ本文とは別に一括し、本文中には挿入

希望場所を欄外に朱書でその位置を指定すること。
　　５） 共著者が本学の専任教員でない場合は、＊及び＊＊などを右肩に付け、所属を明記する。
　　６） 別刷30部は無料とする。
　　７） カラー写真については、自己負担とする。
　　８） 参考文献記載の様式
　　　⑴ 本文の引用箇所の肩に１）、１）～４）のごとく表し、最後に一括して引用順に掲げる。
　　　⑵ 記載の方法は原則として下記のごとくにする。
　　　　①雑誌の場合　著者名：表題名、雑誌名、巻、（号）、頁、年次
　　　　　 （例Ⅰ）野崎　健、萩野　博、田中信行：味覚に関する研究、日化試、92、168、（1971）
　　　　　 （例Ⅱ）Young，A., Sweet, T. S and Baker, B. B, J, ○○○Electron Microsc., 68, 261,（1986）
　　　　② 単行本の場合　著者名：書名（版）、頁、発行所、発行地、年次
　　　　　 （例Ⅰ）田中元治：溶媒抽出（2）、P23、共立出版、東京、（1965）
　　　　　 （例Ⅱ）Kateman, G., Quality Coutrol Analytical Chemistry, P253
　　　　　　　　 Academic press, New York, (1977)
　　　　③訳本の場合　著者名：書名版、年次、訳者名：書名、頁、発行所、発行地
　　　　④ インターネットウェブサイトからの引用　作成者（わかれば）、タイトル、URL、アクセス年月日
　　９） ヒトを研究対象とするものについては、研究倫理審査委員会による審査を受け、投稿原稿にその旨を

記載する。承認した研究倫理審査委員会の名称及び承認番号を記載する。
　　10） 疫学調査においては「疫学調査における倫理指針」（文部科学省、厚生労働省）の規定を遵守すること。
　　11） 個人情報の取り扱いについては、「臨床研究に関する倫理指針」（厚生労働省）の規定を遵守すること。
　　12） 論文の末尾に、原稿内に論じられている主題または資料について利益相反の有無を明記すること。
　　13） 投稿原稿の採否は、アカデミックサポート委員長が任命した複数の査読委員の意見を考慮して、編集

委員会が決定する。
　　14） 受理された論文の著者校正は初校のみとする。 
　　15） 投稿論文の掲載順序は編集委員会が決定する。
　　16） 著者への連絡先として代表者氏名、連絡先を入れる。

４．規程の改正等
　　１）本規程にない事項は別に委員会で決定する。
　　２）この規程の改正は教授会の承認を得なければならない。

附則　　本規程は、平成25年７月１日より施行する。
　　　　本規定は、平成26年６月１日より施行する。
　　　　本規定は、平成29年４月１日より施行する。

神奈川歯科大学短期大学部アカデミックサポート委員会

神奈川歯科大学短期大学部紀要投稿規程
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